
土・日曜開庁が定着しましたが、開庁する部署や開
庁時間についての見直しをする時期になったと考え
ます。例えば、資産税課は開庁部署となっています
が、主な業務は各種税務証明の発行となっており、
これは戸籍住民課で対応が可能です。
「戸籍住民課の窓口混雑緩和のために」というポジ
ションであるならば転入出の多い混雑時期のみの開
庁に留めるか、資産税課の開庁時間を昼までにする
などの方法があるかと思います。

土・日曜日開庁実施部署から毎週提出される報告
書を参考に、各部署との聞き取りを行ったうえで、開
庁部署や開庁時間・期間の見直しをし、随時削減し
ていくべきと考えます。

改善効果 実践状況
土・日曜日開庁部署の職員は少なくとも、当番の日は休めず、土日と年休を組み合わせた連休

を形成しづらい土壌があります。そのため、開庁日や期間が短縮されれば、その分ワークライフ
バランスの確保につながり、職員のメンタルヘルスの充実につながると考えます。

提案内容を既に
実践している場合は
ここにチェックを↓

※写真等の添付可
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